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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録
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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜患者様連絡事項＞

・吉田　寿雄様～ノボリンＮフレックスペン１本処方となっています。引き続き、低血糖症状に注意し観察をしていきましょう。

・荒屋敷　チエ様～白内障治療薬（カタリンＫ点眼液）が処方となっています。副作用に眼瞼炎がありますので、観察をしていきましょう。

・野月平　チエ様～逆さ睫毛の為、抗炎症剤（ＡＺ点眼液）が処方となっています。副作用の眼瞼腫脹・発赤に注意し観察していきましょう。

・村井　八郎様～現在保清面についてのケアプランを立案していましたが、6/8より発熱・嚥下困難が見られる事からが点滴開始となり、6/9より食止め、服薬は寒天にて服用出来ています。湿性咳嗽・むせ込みがあり、水分補給は困難な状態でした。主治医より嚥下困難からくる上気道炎との事です。本日、指示にて身体管理目的の為、Ｄユニット→Ｂユニット観察室へ移室となり、本日昼より抗菌剤が毎食後３日分臨時処方となっています。引き続き、発熱・嚥下状態・筋硬直などに注意し、ケアを行っていきましょう。又、点滴施行中ですので、ＩＮ・ＯＵＴも忘れずに記載しましょう。

・木ノ下　ツヨ様～左肩の疼痛訴え持続して聞かれている事から、解熱鎮痛消炎剤が本日夕より２日分臨時継続処方となり、又、局所抗炎症剤（アスモロール）が外用処方となっています。訴えが頻回に聞かれますが、傾聴する事により、落ち着くことが出来ますので、言語化出来るよう関わっていきましょう。

・田中　豊三様～夜間37度台の発熱見られる事から、主治医指示にて抗菌剤が明日（6/12）朝より３日分臨時継続処方となっています。又、１日排

便見られない事から、グリセリン120ml浣腸液が１本処方となっています。引き続き、水分補給・腹部マッサージを行っていきましょう。

・北山　和子様～夜間37度台の発熱見られている事から、主治医指示にて抗菌剤・総合感冒薬が本日夕より３日分臨時処方となっています。引き続き、感冒症状に注意し観察して行きましょう。

※全体的に２階の患者様に関して、水分補給が少ない為夜間の排尿があまり見られま

せん。高齢患者様ですので、脱水に注意すると共に適宜水分補給を忘れずに実施し

ていきましょう。

＜週間連絡＞

· 6/12（火）リネン交換

· 6/13（水）南病棟皮膚科診察

· 6/14（木）松倉　イネ様　施設スタッフ面談

· 6/15（金）心電図１５名　※名簿は別紙参照

· 6/16（土）ＳＳＴ

＜受持ち患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・坪　邦俊様～現在、帰宅要求・徘徊見られ柵を乗り越えようとする事があり、見守り・介入要しています。ご家族の面会時は帰宅要求聞かれず、落ち着いて対応出来ています。「精神症状不安定」を問題点とし、今後は精神症状・夜間の睡眠の観察・所在の把握を行っていきましょう。受持ちスタッフはケアプランの見直し・作成をお願いします。







